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期待される研究成果： 従来の電気
輸送測定による電荷ウエーブパケット
の測定ではスピン分離や実空間での
観察が困難で、時間分解能もサブナ
ノ～ナノ秒程度であったが、走査型顕
微発光イメージング、顕微カー効果イ
メージング等の手法を用いてスピン電
荷分離や一次元中性モードの可視化
が可能となり、量子多体系の物理が
明らかとなることが期待される。
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研究成果（実施状況）： 時間分解磁気
カー顕微鏡によってGaAs量子井戸中の
電子スピンヘリックスによるスピン・電荷
輸送の研究を行った。(a) 静的パーシス
テントスピンヘリックス(PSH)、(b) 磁場
PHS、(c) ドリフトPSH、(d) トラベリング
PSH (TPSH) などさまざまなタイプのPSH
を実空間実時間によって観測した。さら
にこれらの実験結果がモンテカルロ法
を用いた理論計算と良い一致を示して
いることを明らかにした。
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